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アナキズム史�は�在するのか、

⼈類学者デヴィッド・グレーバーの仕事によりながら、近年
活性化している「アナキズム的に世界をみる」その⽅法と、
その可能性について考えてみたい。

あるとしたらどのようなものなのか�

発�者 酒井 �史（⼤��立⼤��員）
社会思想史、都市社会論。主要著作に『賢⼈と奴隷とバカ』亜紀書房（2023）、
『通天閣̶̶̶新・⽇本資本主義発達史』（⻘⼟社、2011年）、『完全版⾃由論』
（河出⽂庫、2019年）、『暴⼒の哲学』（河出⽂庫、2016年）、『ブルシット・ 
ジョブの謎』（講談社現代新書、2021年）、訳書に、デヴィッド・グレーバー、
デヴィッド・ウェングロウ『万物の黎明̶̶⼈類史を根本から覆す』光⽂社、  
ピエール・クラストル『国家をもたぬよう社会は努めてきた』洛北出版、デヴィ
ッド・グレーバー『ブルシット・ジョブ̶̶クソどうでもいい仕事の理論』岩波
書店（共訳）、『官僚制のユートピア̶̶』以⽂社、『負債論̶̶貨幣と暴⼒の
5000年』以⽂社（監訳）、マイク・デイヴィス『スラムの惑星』明⽯書店  
（監訳）、 グレーバー『啓蒙の海賊たち』岩波書店（近刊）など。
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